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福井県では、水産物が主要な地域資源の1つとなっており、

これらの水産物（海の生物）が生育するための重要な環境が「藻場」です。

⚫ 福井県沿岸域は、ホンダワラ属から構成される
ガラモ場が多く分布し、その他にもアマモ場、
アオサ場、カジメ場などが分布しています。

⚫ 藻場は、アワビ・サザエ・ウニ等の餌、産卵場
の提供、稚魚等の生育場、二酸化炭素吸収効果
といった生態系サービスを供給するため、藻場
の保全や分布状況の把握が非常に重要です。

⚫ 福井県は、平成9年度から約10年に1回の頻度で
沿岸全域の藻場分布調査を実施しています。

⚫ 近年は、温暖化に伴う海水温上昇により、嶺南
地域の一部で磯焼けが発生するなど藻場が減少
傾向の地域もあります。

ガラモ場とカジメ場の混合林

アマモ場磯焼けした海底
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①最新の藻場分布状況の把握

②今後の藻場造成のためのデータの利活用 が求められていました。

◎本報告では、令和4年度～5年度に実施した航空測量成果を用いた藻場分布調査と利活用可能

な主題図作成の事例を報告します。

潜水観察

藻場分布図

藻場ヒートマップ

藻場造成適地マップ

潜水観察結果

撮影機体
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⚫ 藻場の分布を把握するため、デジタル航空カメラ（Leica DMCⅢ）を用いて、県内沿岸全域
の航空写真撮影を実施しました。

【撮影の留意事項】

①できるだけ水深の深い藻場を撮影するため最干潮時に撮影。

②露光不足にならないように露光量を検討。

③ハレーションによる藻場の欠落箇所がないように予め撮影時刻を設定。

④撮影時は海域の濁りや波浪により藻場の記録が損なわない状況を上空から的確に判断。

【撮影概要】
・撮影期間:令和4年5月2日、令和5年6月4日～5日
・撮影ラップ率:60％

【写真精度】
・地上画素寸法:20cm以内
・画像サイズ:14,144×15,552Pixel以上
・色深度:14bit以上

■ 撮影内容

令和4年度撮影範囲
（嶺南西部）

令和5年度撮影範囲
（嶺南東部・嶺北）
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■ GNSS/IMU解析

国土地理院が保有する電子基準点の情報と航空機で記録したGNSS/IMUデータとの基線
解析処理を行い、デジタルオルソ画像作成に必要な最適な写真座標を求めました。

■ デジタルオルソ画像作成

デジタルステレオ図化機等を用
いて、撮影した「単写真」から
「デジタルオルソ画像（地上画素
寸法20㎝）」を作成し、藻場判読
に用いました。
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⚫ 「航空写真を用いた藻場判読の精度向上」及び「藻場分布・構成種の経年変化の把握」の
ため、沿岸全域に点在する各調査測線で藻場分布調査を実施しました。

⚫ 水深約15m以浅の潜水調査を実施し、水深帯ごとの藻場構成種

や藻場被度、海底環境の記録を行いました。

⚫ 測線調査結果と航空写真を重ね合わせて、実際に藻場が分布し

ている範囲の色調等を「藻場分布エリア」として設定し、航空

写真を用いた藻場判読時の判断基準としました。

■ 藻場現地調査

調査測線と航空写真の重ね合わせ

潜水観察の様子

水深帯ごとの種類・
被度、底質を記録



3.現地調査

6

⚫ GPSを記録しながら調査船を操船し、調査測線周辺の海底をGoProカメラによる垂下動画撮
影を行い、「藻場分布エリア」を把握しました。

⚫ 垂下撮影結果による「藻場分布エリア」も同様に航空写真と重ね合わせて、藻場判読時の
判断基準に用いました。

■ 水中カメラ動画と航空写真の判読検証

GPS軌跡と垂下撮影

動画による藻場分布
エリアの判読

撮影機材
（GoProカメラ）
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■ 水中カメラ動画と航空写真の判読検証

GoProによる垂下撮影動画の例
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⚫ 航空写真を用いて、熟練した判読技術者により、測線調査結果や垂下撮影結果も踏まえた
目視判読を行いました。

⚫ 判読時は、オルソ画像の色調補正を適宜行い、藻場の写真画像上の特徴から、ガラモ場、
アマモ場、アオサ場、その他藻場とし、藻場の輪郭を括りGISデータを作成しました。

■ 藻場判読

ガラモ場 アマモ場 アオサ場

航空写真を用いた藻場の目視判読例

水中では、濃い黒色又は
黒褐色のパッチ状の色調

水中では、濃い緑色の
パッチ上の色調

水中では、濃い黒色又は
黒褐色の色調、干出部は
薄い褐色の色調
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⚫ 県全体では、前回調査（H25）から約1割藻場が増加し、特に嶺北地方で増加していました。

⚫ 一方、嶺南地方では藻場が減少し、嶺南の西部一帯で特に減少していました。

藻場面積結果（福井県全域）

■ 藻場面積の経年比較
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⚫ 藻場増加の嶺北地方の測線では、イソモク、ヤナギモク等の被度が増加していました。

⚫ 藻場減少の嶺南地方の測線では、ノコギリモク、ヨレモク等の被度が減少していました。

■ 測線調査の経年比較

嶺北地方の測線結果の一部（H25、R5） 嶺南地方の測線結果の一部（H18、H25、R4）

増加

減少

増加

増加

減少

減少
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⚫ 藻場判読結果を基に、ガラモ場、アマモ場、アオサ場、その他藻場の4区分を色分けし、
1/10,000図画の「藻場分布図」を作成しました。

■ 藻場分布図の作成

「藻場分布図」
「藻場ヒートマップ」
「藻場造成適地マップ」

作成した藻場分布図
赤色は、ガラモ場、
青色は、アマモ場を示す

藻場分布図
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■ 藻場ヒートマップの作成

⚫ 藻場分布範囲について、100m、500m、1000mメッシュを作成し、前回結果（H25）と比較

して、メッシュあたりの藻場増減率を計算し、「藻場ヒートマップ」を作成しました。

藻場ヒートマップ（100mメッシュ）

【活用事例】
・ムラサキウニの駆除効果確認
→駆除効果があれば、暖色系になる

・藻場造成事業箇所の効果確認
→造成効果があれば、暖色系になる

⇒自治体、漁協、NPO等の幅広い主体が活用できる見やすい成果となりました。

「藻場分布図」
「藻場ヒートマップ」
「藻場造成適地マップ」

藻場が増加していれば暖色系に、
減少していれば寒色系になる
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■ 藻場ヒートマップの作成

⚫ 100m、500m、1000mメッシュの3種類を作成したので、各目的に応じて使い分けできます。

藻場ヒートマップ

「藻場分布図」
「藻場ヒートマップ」
「藻場造成適地マップ」

1000mメッシュ
※県単位の増減
確認に適する

500mメッシュ
※地域単位の増減
確認に適する

100mメッシュ
※より詳細な地区単位の
増減確認に適する
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⚫ 今後の効率的な藻場造成のハード事業を展開するために、「藻場造成適地マップ」を作成
しました。

⚫ マップの作成では、各種データをGIS上で重ね合わせて、藻場造成適地を抽出しました。

■ 藻場造成適地マップの作成

No. 造成適地の条件 概要

1 10m以浅の水深帯エリア
➢ 藻場（主にガラモ場）が生育しやすい水深
➢ 本業務でも10m以浅に大型褐藻類が多い

2 現在、藻場が無いエリア ➢ 藻場を新しく造成するため

3 既存ガラモ場からの種子拡
散エリア

➢ ガラモ場構成種の海藻幼胚（種子）の拡散距離
（10～30m程度）を考慮

➢ 近傍に藻場があれば、幼胚（種子）の供給により
基盤に海藻が着生しやすい

4 藻場の生育履歴エリア
➢ 藻場の発達するポテンシャルのある箇所
➢ 藻場ヒートマップから、H25年度と比べて藻場が

減った箇所を抽出

5 漁港位置
➢ 実際の造成（基盤投入）とその後のモニタリング

調査の「し易さ」を考慮
➢ 沿岸域の漁港（船が出せる場所）の位置

藻場造成適地の条件・概要

「藻場分布図」
「藻場ヒートマップ」
「藻場造成適地マップ」
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■ 藻場造成適地マップの作成 手順①②③

手順④⑤手順⑥

「藻場分布図」
「藻場ヒートマップ」
「藻場造成適地マップ」

藻場造成適地エリア抽出

作成
フロー

生育履歴、漁港位置抽出

10m以浅、ガラモ無し、
種子拡散エリア抽出
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■ 藻場造成適地マップの作成
⇒今後、福井県と漁協や地元等が効果的な合意形成を図った上で、効率的な藻場造成事業
に活用できる成果となりました。

「藻場分布図」
「藻場ヒートマップ」
「藻場造成適地マップ」

ピンク色エリアが
藻場造成適地エリア

藻場造成適地マップ



⚫ 福井県民衛星（すいせん）の可能性を探るため、衛星
写真と航空写真の藻場の見え方を比較しました。

【結果】
・藻場の輪郭や小さい藻場の判読精度に差がありました。
・波浪が強い、雲の影が入り込む等のタイミングで撮影
された衛星写真は判読が困難でした。

・一方、撮影タイミングの良好な衛星写真は、比較的大
きな藻場を把握できました。

【展望】
・衛星写真のメリットは、
撮影頻度が多い点なので、
重要かつ比較的大きい藻場
エリアのモニタリングや、
藻場監視への活用が有効
であると考えられました。

6.福井県民衛星（すいせん）画像との比較
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■ 衛星写真との比較

航空写真 衛星写真

藻場が明確で、輪郭が鮮明 大きな藻場が把握可能
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⚫ 航空写真撮影成果を用いて藻場を判読し、利活用のた
めの各種主題図を作成した成果は、今後、福井県の藻
場把握・保全・造成に資することが期待されています。

⚫ 本成果は、福井新聞で関連記事が掲載され、福井テレ
ビ放送で県担当者が成果に対して取材を受けるなど、
各方面からも注目されています。

⚫ 今後も、測量技術を活用し、日本の「藻場」を保全し
ていくために、日々、技術開発に邁進いたします。

福井新聞（令和6年5月4日）福井テレビ（令和6年7月10日放送）




